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　地域とは、同じ時代、同じ地域で【ともに生きる】者として、まさに運命共同体と言えます。南瀬谷地区
では、地域福祉保健計画を、過去から現在そして未来に向けて行っている、すべてのまちづくりの活動そ
のものと考え、日々活動を進める中で生まれてくる問題を地域の課題としていきたいと考えます。 

●時代のニーズに合った地域活動の在り方を考える。
●来るべき災害等に備えた【安全で安心なまち】をつくる。
●地域の情報を、適切に住民に届ける発信の在り方を検討する。
●様々な世代が、楽しく参加できる地域活動を目指す。

3 第５期計画に向けての課題

南瀬谷地域福祉保健計画推進協議会（推進協） 、南瀬谷自治連合会、南瀬谷地区社会福祉協議会、
南瀬谷地区民生委員児童委員協議会、南瀬谷地区地域活動団体

4 推進母体

南瀬谷地区

◆地域住民の交流や見守りの場としての６か所の高齢者サロンや、子どもたちもおとなも自由にのび
のびと遊べる屋外の遊び場として【こどものもりプレイパーク】が誕生した。これらの活動を継続する
ことで、住民同士の交流の輪が広がった。
◆福祉活動の総合拠点として平成20年に高齢者等生活相談所【あって～南瀬谷】が出来た（R3閉所）。
◆地域の情報誌【みなみせや情報通信】を発行し地域で今何が行われているかを地域住民に発信した。
◆全住民対象に「地域活動アンケート」を実施し、地域ニーズを把握した。平成２７年度の地域活動協力アンケートから
地域活動協力者【みなみせやサポーターズ】が、また地域の環境整備に取り組む【みなみせやフラワーズ】が誕生した。

◆【あいさつ♥いっぱい♥みなみせや】を地域の合言葉とし、地域住民同士のコミュニケーションの輪を広げた。
◆第3期から【みんなで育てよう 暮らしやすいまち みなみせや】をまちのテーマとし、もっと多くのまち
の声を生かし活動の輪を広げるために推進組織の見直しに取り組んだ。多くの地域住民の声を聴き、
みんなが計画の推進に参画できるよう、地域住民、自治連合会、地区社会福祉協議会、ボランティア
団体、福祉施設等が参加する《全体会》、自治連合会と地区社会福祉協議会等から委員を選出し全体
会の運営や企画の推進役を担う《企画委員会》を設置した。

◆活動者の集いの意見から、時代のニーズに合った地域行事の見直しと創生という観点で、多くの住民
が気軽にまちの活動に参加し、交流する新たな場として、スポーツフェスに代わる【南瀬谷ふれあい
フェス】、福祉バザーに代わる【みなみせや福祉フェス】、【まちのコンサート】が生まれた。

2 第1期～第4期で取り組んだ主な活動や事業

◆区の中央部から南に延びる細長い地区で、南は泉区に接しており、
21の自治会がある。 ※4自治会は連合未加入。

◆地区内にはスポーツセンター、コミュニティ・スクール、小・中・支援
学校等の公共施設や市営団地集会所、みんなの広場福福(令和4年
度開所)など活動の拠点が多くある。

◆地区の中央部は大規模な公営住宅、北・南側は戸建てが多い地域と
なっている。

◆他地区と同様に少子高齢化が進んでいる。特に65歳以上の割合は、
1２地区の中で2番目に高くなっている。

1 地区の概況
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